
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

                                

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野市教育委員会 

習志野市スポーツ推進計画 
（令和２年度～令和７年度） 



 

 

 

は じ め に 

 

スポーツは、身体を動かすことだけでなく、心身の健全な発達や健康・体力の維持増進、ス

ポーツをみることで夢や勇気・感動を与えてくれます。また、人と人との交流による地域の一

体感や活力の醸成、生きがいや生活に潤いを与えるなど、さまざまな効果をもたらしてくれま

す。 

本市では、地域と行政が一体となり、誰でも気軽にスポーツや運動ができる環境づくりに

取組むこととして、平成２６年に「習志野市スポーツ推進計画」を策定し、さまざまな施策を通

じてスポーツを推進してまいりました。 

一方、国においては、平成２７年にスポーツ庁の創設や平成２９年に第２期スポーツ基本計

画が策定されるなど、スポーツを取り巻く環境や取組は大きく変化するとともに、国内ではラ

グビーワールドカップ2019や東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催など、

世界中の人々の関心が集まるスポーツイベントが相次いで開催されることで、市民のスポー

ツへの関心や機運がより一層高まることと期待しています。 

このような状況の中、多様化した現在のスポーツ環境において、本市スポーツのより一層

の推進を図るためには、市民ニーズに即した施策と社会的課題に対応した施策を実施して

くことが必要なことから、今後６年間のスポーツに関する具体的な施策をまとめた「習志野市

スポーツ推進計画」を策定しました。 

計画では、「する」「みる」「支える」スポーツを３本柱と捉え、各種団体と連携・協働し「生

涯にわたり親しむ豊かなスポーツライフの実現」と「スポーツによるまちの活性化」の将来像

の実現に取り組んでまいります。 

結びに、本計画の策定にあたりまして、習志野市スポーツ推進審議会の委員の皆様をは

じめ、貴重な御意見をお寄せいただきました市民の皆様、関係者、関係団体の方々に対しま

して心より感謝を申し上げます。 

 

 

令和２年３月    習志野市教育委員会  

 教育長 小 熊   隆 
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第１章 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

本市は、スポーツ・レクリエーション活動を通じて、生涯にわたり親しむ豊かなスポーツライフの実

現を目指すため、平成１７年に「習志野市生涯スポーツ振興基本計画」を策定しました。 

また、平成２６年には、さらなる市民スポーツの推進を図るため、「習志野市スポーツ推進計画」

を策定し、市民のスポーツニーズに対応すべく、さまざまな施策を展開し、多くの実績を重ねてきま

した。 

この間、国においては、平成２２年にスポーツを国家戦略とする「スポーツ立国戦略」が策定され、

この戦略を基に平成２３年にスポーツ振興法から「スポーツ基本法」が施行されました。また、平成

２３年にスポーツ基本法の理念を具現化し、国のスポーツ施策の方向性を示す指針「スポーツ基

本計画」が策定されました。さらに、平成２７年に文部科学省の外局として、スポーツの振興その他

のスポーツに関する施策の総合的な推進を図ることを任務とする「スポーツ庁」が設置されました。 

本市においては、習志野市長期計画（平成２６年度策定）に示されているとおり、今後、人口減

少、少子高齢化がますます進展するものと予想され、スポーツ環境は大きく変化するものと考えら

れます。 

このような状況を踏まえ、これからの本市におけるスポーツの推進にあたっては、市民の求めるス

ポーツニーズに対応した取組や健康づくりに視点を置いたスポーツ、さらには少子高齢化、環境問

題、地域活性化、安全・安心など、現代社会が抱える諸問題に対しても適切な対応が求められ、ス

ポーツを通じたまちづくりを目指していくことが必要となります。 

そこで、本市が目指すスポーツ施策として「習志野市スポーツ推進計画」を策定します。 

２ 現代におけるスポーツの役割 

スポーツが広まったとされる明治時代では、近代化とともに、心身や肉体の鍛錬、精神修養に多く

利用されていましたが、戦後は体力向上や運動能力の向上といった競技的観点に活用されました。 

近年では、美容や健康増進、楽しさや気晴らしなどを生む身体活動として重要性が認識され、スポ

ーツ基本法（平成２３年法律第７８号）においては、『スポーツは、世界共通の人類の文化である。ス

ポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、自律心その他の

精神の涵養のために個人又は集団で行われる運動競技その他の身体活動であり、今日、国民が生

涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営む上で不可欠のものとなっている。また、スポーツ

は、人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し、地域の一体感や活力を醸成するものであり、

人間関係の希薄化等の問題を抱える地域社会の再生に寄与するものである。さらに、スポーツは、心

身の健康の保持増進にも重要な役割を果たすものであり、健康で活力に満ちた長寿社会の実現に

不可欠である。』と定義されています。スポーツを行うことによって、喜びや達成感を得たり、時には悲

しみや挫折感を覚えたりします。また、選手がスポーツに懸命に取り組む姿は、人々に感動を与え、チ
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ームワークやフェアプレーの精神を育んだり、継続的にスポーツに取り組むことで、健康の維持・増

進、体力向上にも寄与します。さらに、スポーツ活動を通じて、人や地域をつなぎ、コミュニティ形成に

役立っています。 

現代におけるスポーツは、健康増進、自己実現、市民生活の質の向上（クオリティー・オブ・ライフ）

等において、重要な役割を果たしており、日常生活に欠かせないものとなっています。 

３ 本市のスポーツ・運動の現状と課題について 

平成３０年６月に「習志野市スポーツ・運動に関する市民アンケート」を実施しました。 

本アンケートは、本市のスポーツや運動の現状・課題等を明確にし、市民ニーズに即した施策（取

組）を推進していく事を目的とし、また、平成２７年度に実施しました「スポーツ・運動に関する市民ア

ンケート」からの経年変化、さらには平成２６年度策定の「習志野市スポーツ推進計画」における進捗

の確認や評価、本計画策定の基礎資料を得ることを目的としています。 

 

アンケートの概要 

実施年度 平成３０年度 

調査対象者 １９歳以上の市民３，０００人（住民基本台帳から抽出） 

調査期間 平成３０年６月１５日～６月２９日 

調査方法 郵送による配布、回収 

回答者 １，０３３人 

回答率 ３４．４％ 

 

「する」スポーツの現状と課題 

・本市のスポーツ・運動の実施頻度は、週 1回以上（「ほぼ毎日」、「週３回程度」、「週１回程度」の

３区分の合計）と回答した人が全体の51.9%と、前回（H27：50.6%）から微増となっています。 

・性別では、「女性（50.3%）」よりも「男性（54.9%）」の方が高い結果で、年齢別では、「６０歳以

上（77.6%）」が最も高く、「３０～３９歳（39.4%）」が低いという結果でした。男女・年齢別では、

「男女ともに６０歳以上（男性：76.2%、女性：79.4%）」が高く、低いのは、「男性３０～３９歳

（35.4%）」、「女性１９～２９歳（35.4%）」という結果でした。 

・スポーツ・運動をする目的は、「健康維持（72.8%）」「体力づくり（44.9%）」「ストレス解消

（33.3%）」の順となっています。 

・スポーツ・運動をしない理由は「時間がない（67.4%）」が高く、次に「お金がかかる（26.0%）」

「興味がない（18.6%）」の順でした。 

・興味があるイベントは、半数近くが「一人でも参加できるイベント（44.2%）」と答えており、続いて

「プロ選手と触れ合えるイベント（26.5%）」、また「親子で参加できるイベント（22.6%）」の順とな

っています。 
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スポーツや運動を行った人の実施回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎日

19.4%

週３回程度

15.7%

週１回程度

16.8%

月１・２回

3.7%

２ヶ月に1回

1%

３ヶ月に１回

1%

運動していない

42.1%

無回答

1.0%ほぼ毎日

19.1%

週３回程度

16.8%

週１回程度

14.7%月１・２回

4.5%
２ヶ月に1回

1%

３ヶ月に１回

1%

運動していない

42.8%

無回答

1.1%

【Ｈ２７年度】 【Ｈ３０年度】 

■「する」スポーツの課題 

市民のスポーツ・運動の実施率は、以前より高くなっているものの、まだ約半数の市民

が定期的にスポーツ・運動を実施するに至っていません。その理由に「時間がない」ことが

一番にあげられます。 

市民がよりスポーツ・運動に取り組めるようになるためには、個々のライフスタイルに応

じたスポーツ・運動の提供や、一人で気軽に参加ができるスポーツイベントの開催などが

必要と考えられます。 

■スポーツ吹き矢                                        ■ボッチャ 

スポーツ奨励大会「ニュースポーツフェスティバル」  
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50.6%

51.9%

54.9%

50.3%

42.1%

39.4%

42.7%

47.3%

77.6%

50.9%

35.4%

42.4%

50.5%

76.2%

35.4%

41.7%

42.9%

44.6%

79.4%

0% 20% 40% 60% 80%

（全体） H２７

H３０

（性別） 男 性

女 性

（年齢別） １９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

（男性年齢別）１９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

（女性年齢別）１９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

スポーツ・運動を行った人の割合（週１回以上）
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74.4%

44.9%

33.9%

33.2%

20.5%

25.1%

10.7%

6.1%

8.5%

0.5%

72.8%

44.9%

33.3%

23.5%

22.6%

21.3%

8.2%

6.8%

5.8%

2.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

健康維持

体力づくり

ストレス解消

仲間との交流

ダイエット

身体を動かすのが好き

大会出場や記録更新

家族とのふれ合い

人との新たな出会い

リハビリ

その他

スポーツや運動をする目的

H27

H30

（H27質問項目なし）

※H27のグラフが無いのは、H27調査で質問項目が無いため

67.3%

25.2%

17.6%

18.3%

20.0%

13.4%

10.0%

9.8%

67.4%

26.0%

18.6%

17.5%

14.0%

12.6%

10.3%

8.5%

2.5%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

時間がない

お金がかかる

興味がない

スポーツが苦手

仲間がいない

場所がない

情報がない

病気・体が弱い

子育て・妊娠中

その他

スポーツや運動をしていない理由

H27

H30

（H27質問項目なし）

（H27質問項目なし）

※H27のグラフが無いのは、H27調査で質問項目が無いため
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45.0%

25.8%

15.1%

18.5%

7.1%

1.9%

44.2%

26.5%

22.6%

16.7%

5.5%

0.5%

0% 20% 40% 60%

一人でも参加できるイベント

プロ選手等と触れ合えるイベント

親子で参加できるイベント

友人や同僚と参加できるチームイベント

ニュースポーツのイベント

その他

興味があるイベント

H27

H30

（参考） 

（出典） 

内閣府  「東京オリンピック・パラリンピックに関する世論調査（平成 27年度） 

スポーツ庁「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（平成 30年度） 

千葉県  「県民の運動・スポーツに関するアンケート調査」（平成 27、30 年度） 

48.7%

27.8%

55.1%

35.0%

51.9%

44.0%

19.6%

40.4%

35.9%

50.6%

0% 20% 40% 60%

千葉県（週１回）

国（週３回）

国（週１回）

習志野市（週３回）

習志野市（週１回）

成人のスポーツ実施率の比較（市・国・県）

H27 H30
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「みる」スポーツの現状と課題 

・スポーツ観戦の状況は、「会場に行って観戦する（34.5%）」は前回からほとんど変化が見られませ

んが、「テレビで観戦する（43.4%）」が減少している一方で、「テレビなどでも観戦しない

（20.3%）」が増加しました。 

・性別では、「会場に行って観戦する」男性（40.6%）が多く、年齢別では５０～５９歳（38.9%）、４０

～４９歳（37.2%）が高いという結果でした。その一方で、「テレビなどでも観戦しない」では、 

３０～３９歳（33.9%）、１９～２９歳（33.1%）が他の年齢に比べて高い結果でした。 

・「どこの会場で見ますか」の質問では、「県内の市町村（49.1%）」「県外（34.8%）」「市内

（15.7%）」という結果でした。 

・スポーツを観戦しない理由は、「興味がない（72.2%）」が最も多く、続いて「時間がない

（34.4%）」の順となっています。 

・市内で活動等をしているスポーツチーム等の認知度は、「千葉ロッテマリーンズ（89.2%）」が最も

多く、続いて「阿武松（おおのまつ）部屋（56.7%）」「オービックシーガルズ（46.0%）」の順でした。 

 

  

■「みる」スポーツの課題 

 「みる」スポーツは、「する」スポーツや「支える」スポーツよりも比較的気軽に取り組みやすい

ことから、市民が身近でかつ気軽にみて楽しめるイベント等の開催が、スポーツ人口拡大のポ

イントになると考えられます。 

また、市内で活動しているトップチームのファンが増えることにより、さらなる「みる」スポーツ

の推進につながることから、トップチームの試合開催やトップチームと市民が身近に交流できる

取組が必要と考えられます。 

一方で、観戦しない人が増えており、理由として「興味がない」が挙げられます。 

 

■第 16回WBSC世界女子ソフトボール選手権大会 
■アメリカンフットボール社会人チーム
「オービックシーガルズ」ホームゲーム 
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34.8%

34.5%

40.6%

30.3%

32.2%

28.3%

37.2%

38.9%

33.6%

46.7%

43.4%

43.9%

43.0%

33.1%

37.8%

40.7%

43.4%

54.4%

16.0%

20.3%

13.8%

24.8%

33.1%

33.9%

21.1%

16.8%

8.1%

2.0%

1.9%

1.0%

1.8%

1.7%

0.0%

1.0%

0.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 H２７

H３０

性 別 男性

女性

年齢別 １９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

スポーツの観戦状況

会場に行って観戦 テレビで観戦 観戦しない 無回答

46.4%

37.6%

15.8%

0.2%

49.1%

34.8%

15.7%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

県内の市町村

県外

市内

その他

スポーツの観戦場所

H27

H30
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89.2%

56.7%

46.0%

40.1%

3.7%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

千葉ロッテマリーンズ

阿武松部屋

オービックシーガルズ

ジェフユナイテッド市原・千葉レディース

シールズドットエグゼ

全て知らない

市内で活動等をしているスポーツチームの認知度

78.7%

34.3%

3.0%

4.7%

8.3%

72.2%

34.4%

14.4%

3.8%

2.9%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

興味がない

時間がない

ルールがわからない

情報がない

お金がかかる

その他

会場やテレビで観戦しない理由

H27

H30

（H27質問項目なし）

※H27のグラフが無いのは、H27調査で質問項目が無いため

※H30新規質問 
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支えるスポーツの現状と課題 

・スポーツに関するボランティア活動に「参加したことがある（13.３%）」の割合は、前回（11.0%）よ

り増加しています。 

・性別では、若干「女性（１３.7%）」が高く、年齢別では「５０～５９歳（19.0%）」が高いという結果

で、一方、参加状況が一番低かったのが「３０～３９歳（6.1%）」という結果でした。 

・「今後ボランティアに参加したいですか」の質問は、「今回（52.0%）」は、「前回（42.0%）」と比較

して高くなっています。また、性別では、「女性（53.6%）」の方が高く、年齢別では、３０～３９歳

（52.2%）」、「４０～４９歳（59.3%）」、「５０～５９歳（54.4%）」で「参加したいと思う」の方が「参

加したいと思わない」を上回っています。  

・ボランティアへ参加したいと回答した人へ、その条件を質問したところ、「時間があれば（63.3%）」

「会場が近ければ（44.3%）」「好きなスポーツであれば（33.7%）」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■支えるスポーツの課題 

   多様化するスポーツの関わり方の中で、スポーツボランティア活動を行ってみたいと思って

いる市民が多く潜在していることから、その方々をどのような方策でスポーツボランティアへ

引き上げるかが課題と考えられます。 

   また、一人でも多くの市民がスポーツ・運動に親しめる場所を確保するには、公共スポーツ

施設や学校体育施設の効果的・効率的な活用が必要であり、スポーツ・運動に親しむ場の

確保も課題と考えられます。 

 

11.0%

15.0%

8.0%

8.5%

4.8%

12.6%

13.3%

13.9%

13.3%

12.8%

13.7%

7.4%

6.1%

14.6%

19.0%

14.7%

0% 5% 10% 15% 20%

全体

男性

女性

１９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

スポーツボランティアの参加状況

H27

H30年齢別 

性 別 
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61.6%

43.0%

19.9%

19.7%

11.7%

14.3%

4.5%

63.3%

44.3%

33.7%

27.9%

22.3%

20.5%

19.9%

16.0%

11.7%

10.8%

8.9%

1.9%

時間があれば

会場が近ければ

好きなスポーツなら

オリンピック・パラリンピックなら

健康であれば

情報があれば

仲間がいれば

地域や地元の活動であれば

記念グッズがもらえれば

有名選手の出場やプロスポーツであれば

国体・インターハイなら

その他

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツボランティアの参加条件

H27

H30

（H27質問項目なし）

（H27質問項目なし）

（H27質問項目なし）

※H27のグラフが無いのは、H27調査で質問項目が無いため

（H27質問項目なし）

（H27質問項目なし）

42.0%

42.4%

41.7%

52.5%

42.5%

45.7%

44.9%

33.7%

52.0%

49.6%

53.6%

46.3%

52.2%

59.3%

54.4%

46.3%

0% 20% 40% 60%

全体

男性

女性

１９～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

スポーツボランティア参加希望状況

H27 H30

年齢別 

性 別 
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第２章 計画の基本的な考え方 

１ 計画の位置づけ 

（１）法律的な位置づけ 

本計画は、スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第１０条に規定される「地方スポーツ推

進計画」と位置づけます。 

（２）国との関係 

本計画は、国の「第２期スポーツ基本計画（平成２９年３月２４日策定）」を踏まえ、本市の実

情に即したスポーツ推進に関する計画とします。 

（３）本市の上位計画や個別計画との関係性 

本計画は、習志野市文教住宅都市憲章の理念のもと、習志野市後期基本計画や習志野市

教育大綱、習志野市教育振興基本計画と整合を図るとともに、関連する部署の個別計画と連携

した計画とします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 計画の期間 

本計画は、習志野市後期基本計画、習志野市教育大綱、習志野市教育振興基本計画の期間

に合わせ、令和２年度から令和７年度までの６年間とします。 

各計画の期間 

平成 26年 4月                                令和 2年 4月                                      令和 8年 3 月 

            
習志野市文教住宅都市憲章（昭和 45年議決） 

習志野市基本構想（平成 26年度～令和 7年度） 

前期基本計画（平成 26年度～令和元年度） 後期基本計画（令和 2年度～令和 7年度） 

教育基本計画（平成 26年度～令和元年度）

スポーツ推進計画（令和 2年度～令和 7年度） 

教育振興基本計画（令和 2年度～令和 7年度） 

スポーツ推進計画（平成 26年度～令和元年度）

 
 

習志野市文教住宅都市憲章  

習志野市基本構想 

習志野市スポーツ推進計画 

習志野市後期基本計画 

関連する部署の個別計画 

習志野市教育大綱 

習志野市教育振興基本計画 

教育大綱（令和 2年度～令和7年度） 



 

13 

 

３ 目指す将来像 

 

目指す将来像 

 

 

 

 

 

スポーツには、市民の健康増進や自己実現、生活の質（クオリティー・オブ・ライフ：ＱＯＬ）を高

め、夢や希望、感動を与えるとともに、活力ある地域社会を形成していく力があります。このスポー

ツの力を活かすとともに、市民がスポーツを通じて明るく健康で活力ある生活を送り、市全体が活

気あふれるまちにするため、本市スポーツの目指す将来像を「生涯にわたり親しむ豊かなスポーツ

ライフの実現」と「スポーツによるまちの活性化」の２つと定め、本計画を推進していきます。 

４ 施策の柱 

本計画では、「する」スポーツ・「みる」スポーツ・「支える」スポーツの３つの施策の柱で、本市のス

ポーツ推進に取り組みます。 

（１）「する」スポーツの推進 

市民のライフステージに応じたスポーツの場を提供し、スポーツを通じた市民の健康づくりを

目指します。 

 

（２）「みる」スポーツの推進 

市民へスポーツを見る機会、知る機会を提供し、スポーツへの興味関心を高め、市民のスポ

ーツライフの充実を目指します。 

 

（３）「支える」スポーツの推進 

指導者やボランティア等の育成、スポーツを気軽に楽しめる場や環境の整備等に努め、市民

のスポーツ環境（団体・指導者・施設等）の充実を目指します。 
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５ 目標値の設定 

 計画の推進状況を確認するため、３つの具体的な数値を目標値として設定します。 

 目標値は、平成３０年６月に実施した「スポーツ・運動に関する市民アンケート」の結果を基に設定し

ています。 

 

 

１．「する」スポーツの推進 

・市民の６０％が週１回以上スポーツ・運動を行うことを目指します。 

   （週１回以上スポーツ・運動を行っている市民の割合） 

５０．６％（平成 27年度））⇒ ５１．９％（平成 30年度）⇒ （令和７年度） 

 

 

 

２．「みる」スポーツの推進 

・市民の４０％が競技会場でスポーツ観戦することを目指します。 

（会場でスポーツ観戦したことのある市民の割合） 

３４．５％（平成 27年度）⇒３４．５％（平成 30年度）⇒ （令和７年度） 

  

 

 

３．「支える」スポーツの推進 

・市民の２０％がスポーツボランティアなどの活動を経験することを目指します。 

 （スポーツボランティアなどの活動を経験したことのある市民の割合） 

１１．０％（平成 27年度）⇒１３．３％（平成 30年度）⇒ （令和７年度） 
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PDCA サイクルによる進行管理 

６ 計画の進め方 

（１）市民への理解 

計画を円滑に推進するためには、より多くの市民に計画内容を理解していただくことが必要

なことから、計画作成にあたっては、わかりやすい構成や表現に努め、多くの市民へ周知が図れ

るよう広報活動に努めます。 

（２）スポーツ団体、関係各課等との連携、協働による推進 

計画の実施にあたり、スポーツ団体及びスポーツ関連の民間団体、市内大学等の関連団体

との協働により推進するとともに、市の関係各課との連携を図ります。 

（３）財源の確保・予算の効率的な執行 

計画の推進には財源の確保が重要であり、スポーツに関する公的な補助金やスポーツ振興

助成等を活用して、計画的かつ効率的な予算執行に努めます。 

（４）計画の進捗状況の検証と見直し 

計画の推進にあたっては、PDCAサイクルによる進行管理の方法を用いるとともに、進捗状況

を把握するために定期的に市民アンケートを実施し、設定した目標値の達成状況（達成率）を

確認します。また、必要に応じて事業等を見直し、その時代に即した弾力性のある計画とします。 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画） 
目指す将来像の実現
のため、計画を策定し
ます。 

Action（改善） 
計画が着実に進行す
るよう、問題や課題の
改善を行います。 

Check（評価） 
進捗状況の確認のた
め、評価やアンケート
調査を行います。 

Do（実行） 
各種団体等と連携しス
ポーツを推進します。 
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第３章 計画の実現に向けた取組 

施策体系 

 

 

 

 

  
習志野市スポーツ推進計画 （目指す将来像） 

「生涯にわたり親しむ豊かなスポーツライフの実現」 

「スポーツによるまちの活性化」  

１ 幼児期・ジュニア期における機会充実 

２ 働き盛り世代・子育て世代への活動の支援 

３ 高齢者・障がいのある人への支援 

４ 気軽に行える運動の推進 

５ 健康増進への寄与 

６ 地域の活性化につながるスポーツイベントの開催 

７ トップチーム・アスリートとの連携 

８ スポーツ情報の発信 

19 スポーツ推進団体への支援 

１０ スポーツを支えるボランティアの育成・支援 

１１ 身近な場所でのスポーツ環境の整備・確保 

１２ 公共スポーツ施設の安全性の維持 

「する」スポーツの推進  

「みる」スポーツの推進  

「支える」スポーツの推進  

習志野市基本構想 （将来都市像） 

「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」 

習志野市教育振興基本計画（基本目標） 

「豊かな人間性と優れた創造性を育む 習志野の人づくり」 
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◎今回新たに掲載した事業  ※１～※８（P31～P3３参照）  

（１）「する」スポーツの推進 

市民のライフステージを「幼児期・ジュニア期」、「働き盛り世代・子育て世代」、「高齢者」の 3 つ

と捉え、これに「障がいのある人」を加えて、それぞれのステージに応じたスポーツの場を提供します。  

併せて、誰もが気軽に楽しむことができるスポーツ・運動の普及を推進し、本市のスローガンでも

ある「一市民、一スポーツ」の実現を目指します。  

また、「（通称）習志野市健康なまちづくり条例（※１)」に基づき、健康増進という観点からスポー

ツを通した市民の健康づくりを目指します。  

 

    

 施策１ 幼児期・ジュニア期における機会充実 

幼児期やジュニア期は、将来の基本的な動きを身に付ける時期であり、運動習慣の定着に重要な

時期と言えることから、外遊びなどの身体を動かし、楽しむ機会の充実を図ります。 

また、児童や生徒などに対しては、学校体育や社会体育のそれぞれの分野に関わる団体等が連携

し、子どもたちの発達段階に応じた多様なスポーツ活動が効果的・効率的に行われるよう支援するこ

とで、スポーツ・運動の機会を広げるとともに、バランスのとれた体力・運動能力の向上を目指します。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ奨励大会（※２）の開催 

・スポーツ推進委員（※３）が実施しているス
ポーツ奨励大会（歩け歩け大会、ニュースポ
ーツフェスティバル、パークゴルフのつどい、
コミュニティバレーボール大会、女子サッカー
大会）を開催し、子どもたちが気軽に参加で
きるようにします。 

生涯スポーツ課 

2 
市民スポーツ指導員（※４）の 
地区活動の実施 

・市内 16 小学校区ごとに、子どもが参加で
きる地区活動を実施します。 

3 
◎スポーツ協会（※５）による 
ジュニア育成事業の開催 

・スポーツ協会加盟団体によるジュニア育成
（普及・技術向上）事業実施を支援し、ジュ
ニアの体力・技術向上に努めます。 

4 
スポーツ振興協会（※６）の 
キッズスポーツ教室の開催 

・スポーツ振興協会が開催するキッズスポー
ツ教室に、子ども対象のプログラム（テニス、
スイミング、サッカー、かけっこ等）を実施しま
す。 

5 
総合型地域スポーツクラブ（※７）の
定期活動の開催 

・総合型地域スポーツクラブにおいて、幼児
期・ジュニア期が参加できる定期活動を通じ
て、運動の機会を広げます。 

6 
スポーツ少年団（※８）の活動へ 
の支援 

・スポーツ少年団が行う大会、イベント、研修
等について、支援し、ジュニア期におけるスポ
ーツの充実を図ります。 

7 
トップチームやアスリートとの 
地域交流事業の推進 

・千葉ロッテマリーンズやオービックシーガル
ズ、阿武松部屋による子ども対象の教室等
の開催を支援します。 
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№ 取組名 概  要 所 管 

8 部活動支援事業 
・専門的指導力を持つ指導者を必要とする中
学校に対し、外部指導者を派遣します。 

指導課 

9 
体力・運動能力の向上に向けた 
指導の推進 

・体力・運動能力の向上を目指して、授業や
行事、部活動等で発達段階に応じた指導を
推進します。 

10 
「遊・友スポーツランキングちば」へ
の参加の奨励 

・千葉県教育委員会が体力向上と社会性の
育成を目的に実施している「遊・友スポーツ
ランキングちば」への参加を奨励し、児童生
徒の積極的な運動習慣の育成を推進しま
す。 

11 
毎日楽しく体を動かす 
遊びの推進 

・外遊びの時間の確保や年齢や発達に応じ
た環境づくりを通して、積極的に体を動かす
態度や基礎的な運動能力を促し、多様な動
き（バランス・移動・用具等の操作）を引き出
し、経験できるようにします。 

こども保育課 
12 家庭・保護者との連携・推進 

・行事や子育てふれあい広場等で親子（未就
園の親子を含む）が一緒に体を動かす楽し
さや大切さを実感できる内容や機会を設け
ます。 
・外部講師を招いて、親子が体を動かす楽し
さを味わえる機会を設けます。 

13 地域・ボランティアとの連携・推進 
・地域のスポーツクラブやボランティアの運動
講師を招いて、計画的に体を楽しく動かす機
会を作り、保育指導に生かします。 

14 
・２,３歳児親子教室 
・４,５歳児グループ活動 

・音楽に合わせて体を動かしたり、簡単なルー
ルのある遊びを友だちと共に楽しむ機会を
設定します。 

ひまわり発達 

相談センター 

15 幼児家庭教育学級 
・３歳児を持つ親を対象に、親子での遊びや
体操をプログラムに取り入れます。 各 公 民 館 

16 親と子のふれあい講座 
・２歳児を持つ親を対象に、親子での遊びを
プログラムに取り入れます。 一部の公民館 

17 こどもセンター運営事業 
・所内に親子が自由に遊び交流できる場を提
供するとともに、毎日親子でのふれ合いと体
を動かすことができる時間を設けます。 

子育て支援課 

18 つどいの広場運営事業 

・乳幼児を持つ親とその子どもが気軽に集ま
り交流する場で、毎日季節の歌を歌ったり、
踊ったり、体操をする「きらっ子タイム」「ふれ
合いタイム」を実施し、親子でふれあい、体を
動かす時間を設けます。 

 

 

 

 

■阿武松（おおのまつ）部屋力士による指導                ■オービックシーガルズによる指導 

習志野市スポーツ協会「ジュニア育成事業」 
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施策２ 働き盛り世代・子育て世代への活動の支援 

働き盛り世代・子育て世代が、継続してスポーツ活動に取り組むことができる、スポーツ環境の整

備等に努めます。また、この世代をスポーツに取り込むには、「親子での参加」が有効であることから、

親子や家族で参加できるイベントの開催や取組を推進します。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ奨励大会の開催 
・スポーツ奨励大会のうち、親子や家族で参加
できる大会を開催し、働き盛り世代・子育て世
代がスポーツに参加しやすくします。 

生涯スポーツ課 

2 
市民スポーツ指導員の 
地区活動の実施 

・年２回実施されるスポーツ地区活動におい
て、親子や家族で楽しめる大会を開催します。 

3 
スポーツ協会が開催する 
スポーツ教室への支援 

・スポーツ協会や各種団体が開催するスポーツ
教室に働き盛り世代・子育て世代が参加でき
るように支援します。 

4 
スポーツ振興協会のスポーツ教室や 
スポーツ塾の開催 

・親子体操など、親子で参加できる教室を開催
するとともに、保育の実施や、夜間・祝日の開
催など、働き盛り世代・子育て世代が参加しや
すくします。 

5 総合型地域スポーツクラブへの支援 
・各スポーツクラブが開催する定期活動やイベ
ントにおいて、働き盛り世代・子育て世代が活
動に参加しやすくします。 

6 市民総合体育大会の開催 
・市民総合体育大会を開催し、働き盛り世代や
子育て世代が参加できるようにします。 

 

  

■保育スペースの設置（パークゴルフの集い）                ■習志野市スポーツ振興協会による親子ミニマラソン開催 

（第一カッターフィールドで実施） 
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施策３ 高齢者・障がいのある人への支援 

スポーツにより、高齢者や障がいのある人の健康維持・増進を図るとともに、自立や地域での仲間

づくり等、生きがいづくりに努めます。 

また、障がいの有無に関わらず、誰もがスポーツに親しみ、気軽にスポーツ・運動が行える機会づく

りに努めます。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ奨励大会開催の開催 
・スポーツ奨励大会のうち、高齢者・障がいの
ある人が参加できる内容の検討をします。 

生涯スポーツ課 

2 
市民スポーツ指導員の 
地区活動の実施 

・年２回実施される地区活動で、高齢者・障
がいのある人が参加できる内容の検討をし
ます。 

3 市内障がい者スポーツ大会の開催 
・障がいのある人もない人も楽しめるイベント
やレクリエーションの実施・情報提供します。 

障がい福祉課 

4 寿学級の活動 
・健康に関する内容でスポーツ推進委員等
の指導のもとで活動します。 

各 公 民館 

5 
あじさいクラブ連合会（老人クラブ） 
主催各種スポーツ大会への支援 

・あじさいクラブ連合会会員を対象としたグラ
ウンドゴルフ、パークゴルフ、ペタンク、ゲート
ボールの各種大会を支援します。 

 
高齢者支援課 

6 高齢者スポーツ大会の開催 
・６０歳以上の高齢者を対象に体力づくり健
康づくりの他、高齢者の親睦を深めるため
高齢者向けの競技を実施します。 

7 通所型介護予防事業 
・６５歳以上の高齢者を対象に、要介護状態
にならず、いつまでも自立した生活が送れる
よう、運動等の支援をします。 

8 てんとうむし体操の推進 
・転倒予防に効果的な市オリジナル体操を 
推進します。 

 

  

■障がい者スポーツ大会（ボッチャ）                     ■車いすバスケットボールの体験 
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施策４ 気軽に行える運動の推進 

気軽に行える運動やニュースポーツ等の普及を通じて、市民の誰もが気軽にスポーツ・運動に取り

組む機会の充実を図ります。また、スポーツを始めるきっかけづくりとして、気軽に行えるスポーツ・運

動の推進に努めるとともに、スマートフォン等のＩＣＴ（情報通信技術）を活用した運動の取組につい

て検討します。 

さらに、多くの方が参加するイベントの開催を支援することで、市民のスポーツ実践の機会につな

げるとともに地域のにぎわいや活性化を創出します。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ奨励大会の開催 

・スポーツ奨励大会のうち、歩け歩け大会や
ニュースポーツが体験できる大会など、誰も
が気軽に行えるスポーツ・運動のイベントを
開催します。 

生涯スポーツ課 

2 
市民スポーツ指導員の地区活動の 

実施 

・年２回実施される地区活動を通して、ニュー
スポーツ等、気軽に行える運動の普及を図
ります。 

3 市民スポーツ指導員養成講座 
・新しい市民スポーツ指導員を養成する際、
ニュースポーツを講義内容に入れることで、
ニュースポーツの普及を図ります。 

4 
総合型地域スポーツクラブの 

定期活動の実施 

・総合型地域スポーツクラブの定期活動に健
康体操やニュースポーツを取り入れます。 

5 ニュースポーツ（※９）用具の貸出 
・ニュースポーツ用具を団体や市民へ貸し出
します。 

6 
スポーツ振興協会が実施する 

スポーツ教室の実施 

・スポーツ教室に気軽に実施できる種目やニ
ュースポーツを取り入れスポーツを行うきっ
かけづくりに努めます。 

7 
健康づくり推進協議会主催 

「習志野発見ウォーク」の開催 

・健康づくり推進員が市民の健康づくりをサ
ポートするため、毎月１回程のウォーキングイ
ベントを実施します。 

健康支援課 

※９（P３３参照） 

  

■習志野ベイサイドスポーツクラブ（NBS）   ■習志野イースタンスポーツクラブ（NES）  ■習志野中央スポーツクラブ（中央スポーツ）

定期活動「女子・少女サッカー」            定期活動「クライミング」                定期活動「スイミング」 

  

市内の総合型地域スポーツクラブの活動 
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施策５ 健康増進への寄与 

関係各課と連携体制を整え、各課の目的に応じたスポーツにおける健康、体力づくりを意識した取

組を推進します。 

また、スポーツを通じて心身ともに健全になるため、生きがいや自己実現につながるような取組を

進めます。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ奨励大会の開催 

・スポーツ奨励大会のうち歩け歩け大会など、健

康増進を目的としたスポーツ大会を開催しま

す。 

生涯スポーツ課 

2 
市民スポーツ指導員の 

地区活動の実施 
・健康増進を目的とした地区活動を実施します。 

3 
スポーツ振興協会が実施する 

スポーツ教室の実施 

・健康増進を目的としたスポーツ教室を開催し

ます。 

4 
総合型地域スポーツクラブの 

定期活動の実施 
・健康増進を目的とした定期活動を開催します。 

5 体力・運動能力測定事業の実施 

・５年に一度実施する成人と高齢者を対象とした

体力・運動能力調査を実施します（計画期間

内では令和 6年度に実施予定） 

6 
健康づくり推進協議会主催 

「習志野発見ウォーク」の開催 

・健康づくり推進員が市民の健康づくりをサポー

トするため、毎月１回程のウォーキングイベント

を開催します。 

健康支援課 

7 健康なまち習志野推進月間の実施 

・市民の健康への意識を高め、健康的な生活に

主体的に取り組むことを目指し、毎年１１月を健

康なまち習志野推進月間と定め、イベントや啓

発活動を実施します。 

8 ◎健康マイレージの実施 

・市民の健康的な生活習慣のきっかけづくりとそ

の継続、定着を目的とした健康マイレージ（運

動や健康づくりのメニューを行った市民が、ポイ

ントを貯めて特典が受けられる制度）を実施

し、市民が健康的な生活を送ることができるよ

うにします。 

9 健康に関する講座 

・成人対象の健康に関する講座や地区学習圏

会議主催による講座等を実施します。 

・健康生き生き講座 

・生活悠々講座 

・歴史探訪ウォーク 

・筋トレ＆リズム体操 

・脳トレ・筋トレボイストレーニング  など 

（平成 30 年度の実績より） 

各公民館 

◎今回新たに掲載した事業 
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（２）「みる」スポーツの推進 

スポーツを「みる」ことは、生活を豊かにし、勇気や希望を与えてくれるとともに、感動したり共感す

ることによってスポーツ活動に参加する動機を膨らませてくれます。  

市民が観て楽しむことができるスポーツイベントの開催や、地元のトップチーム・アスリートと地域と

の交流の推進、効果的なスポーツ情報の発信により、市民のスポーツを観戦する機会の拡大を図る

ことで、市民のスポーツへの興味・関心を高めたり、市民のスポーツライフの充実、さらにスポーツによ

る地域の活性化を目指します。 

   

 施策６ 地域の活性化につながるスポーツイベントの開催 

市民が観て楽しむことのできるスポーツイベント等の開催を支援し、市民のスポーツを観戦する機

会の拡大を図り、市民のスポーツへの興味・関心を高め、市民のスポーツライフの充実を目指します。

また、市民のスポーツ実践の機会につなげるとともに、地域のにぎわいや活性化を創出します。 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 市民総合体育大会の開催 

・スポーツ協会が主催する市民総合体育大会

を開催し、市民のスポーツ意欲の向上、地域

住民の交流等を図ります。 

生涯スポーツ課 

2 
市内で活動しているトップチーム等

の試合開催の支援 

・市内等で活動しているトップチーム（オービッ

クシーガルズの X リーグ、千葉ロッテマリーン

ズのイースタンリーグ、ジェフユナイテッド市原・

千葉レディースのなでしこリーグ等）の試合開

催に対して支援し、市民が身近にスポーツ観

戦する機会をつくります。 

3 
総合型地域スポーツクラブが実施 

するスポーツまつりへの支援 

・総合型地域スポーツクラブが開催するスポー

ツイベントやまつりを支援し、地域の活性化に

つなげます。 

4 
◎スポーツ団体等による市民まつり

や地域まつり運営への支援 

・市民まつりにおいて、スポーツ団体（スポーツ

推進委員、市民スポーツ指導員、スポーツ少

年団等）が運営しているスポーツコーナの運

営を支援します。 

5 市民スポーツ指導員の地区活動 
・市民スポーツ指導員が行っている地区活動を

通じて、地域の活性化を図ります。 

◎今回新たに掲載した事業 

  

■市民まつり「スポーツコーナ」の運営                    ■オービックシーガルズ「SEA－Cheer」 
地域まつりへの参加 
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施策７ トップチーム・アスリートとの連携 

トップチーム・アスリートが参加する教室やイベントの開催により、市民のスポーツに対する意欲や

関心を高める機会につながることから、トップチーム・アスリートと触れ合う事ができるイベント等の開

催を支援します。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 
トップチーム・アスリートとの 

地域交流事業の推進 

・地元のトップチーム・アスリートの技術等を生か

した教室等の開催や、スポーツ協会が主催する

ジュニア育成事業の開催を支援します。 

生涯スポーツ課 
2 

◎スポーツ振興協会が行うトップ

チームとの連携イベントの推進 

・千葉ロッテマリーンズ、阿武松（おおのまつ）部

屋、オービックシーガルズ等と連携したイベント

等を開催します。 

3 
◎千葉ロッテマリーンズへの 

協力・支援 

・習志野市デーの開催や千葉ロッテマリーンズ

の一軍の試合の市民招待、さらには、市内でイ

ースタンリーグを開催し、市民のスポーツ観戦

機会の充実を図ります。 

4 
オービックシーガルズへの 

協力・支援 

・オービックシーガルズのホームゲーム及びイベ

ントや教室等について、広報等の支援をします。 

産業振興課 

生涯スポーツ課 

◎今回新たに掲載した事業 

  

■SEALS.EXE 「3×3.EXE PREMIER 開催（新習志野駅前）」  ■ジェフユナイテッド市原・千葉レディースの表敬訪問 

■オービックシーガルズ「相互連携・支援協力に関する協定」     ■千葉ロッテマリーンズ「フレンドシップシティ・プログラム協定」 
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施策８ スポーツ情報の発信 

スポーツに関するイベントや大会の情報を、さまざまな媒体において発信することで誰もがいつで

もスポーツに関する情報を得られるように努めます。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ大会、イベントの情報発信 
・市内で開催されるスポーツ大会やイベン
トの情報を発信できるように、ホームペー
ジや市広報の充実を図ります。 

生涯スポーツ課 

2 
スポーツ振興協会・スポーツ協会の 

ホームページの充実 

・スポーツイベントや施設情報の発信を提
供します。 

3 ツイッターを利用した情報発信 
・ツイッターを利用し、イベント内容、日時等
の周知を行います。また、リアルタイムでの
情報発信（速報）も検討します。 

4 ◎施設予約システム（※１０）の充実 
・市民がいつでも施設の情報の取得や予
約ができるように、施設予約システムの充
実を図ります。 

5 
◎東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クの機運醸成に向けた情報発信 

・２０２０年の夏の東京２０２０オリンピック・
パラリンピックの開催にあたり、国・県と連
携し、機運醸成に向けた情報発信に努め
ます。 

総合政策課 

◎今回新たに掲載した事業 

  ※１０（P33 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

■習志野市ホームページ「スポーツ施設予約システム」 
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（３）「支える」スポーツの推進 

昨今、スポーツ大会等を支えるスポーツボランティアに携わるなど、「スポーツを支える」ことで感動

や仲間とのコミュニケーションなどスポーツの持つ価値を享受する人が増えています。  

このようにスポーツを側面から支援・協力する人・団体の存在は、「する」スポーツや「みる」スポー

ツを継続的かつ効果的に推進していくために必要不可欠といえます。  

本市では、これまで市独自の市民スポーツ指導員やスポーツ推進委員、スポーツ協会等のスポー

ツ推進団体により、「支える」スポーツの推進体制を整備してきました。その体制をより充実させていく

ために、市民のスポーツ活動を支えるスポーツ推進団体の活動やスポーツ指導者育成への支援、市

民スポーツ指導員をはじめとするスポーツボランティアの育成と活動への支援、スポーツを楽しむ市

民や団体が気軽に活動することのできる場の確保や環境の整備等の両面から、市民が生涯にわた

ってスポーツに親しむことができる環境の充実を目指します。 

  

 

施策９ スポーツ推進団体への支援 

本市のスポーツにおける中心的な担い手であるスポーツの推進団体を積極的に活用し、より効果

的にスポーツ活動が促されるよう活動を支援します。また、スポーツ推進団体の質的充実を図るた

め、研修会等を開催し、支援体制の構築を図ります。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ推進委員への活動支援 

・市のスポーツ活動の企画・運営や市民との

連絡・調整などの役割を果たしているスポー

ツ推進委員の活動を支援します。 

生涯スポーツ課 

2 市民スポーツ指導員への活動支援 

・各地区のスポーツの普及・振興を推進して

いる市民スポーツ指導員の活動を支援しま

す。 

3 スポーツ協会への活動支援 

・スポーツ協会や加盟競技団体、スポーツ少

年団の活動に対して支援、充実を図り、競技

スポーツ等の推進を図ります。 

4 
総合型地域スポーツクラブへの 

活動支援 

・総合型地域スポーツクラブの各クラブの活

動や運営等について支援します。 

5 
転倒予防体操推進員の育成・ 

活動支援 

・転倒予防体操推進員の研修会の開催や地

区における活動を支援します。 
高齢者支援課 

6 健康づくり推進員の育成・活動支援 
・健康づくり推進員の研修会の開催や活動を

支援します。 
健康支援課 
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施策１０ スポーツを支えるボランティアの育成・支援 

スポーツ活動の担い手となるボランティアの育成を支援し、「支える」スポーツの充実を図ります。ま

た、「支える」スポーツへの理解を深めるため、スポーツボランティアの裾野を広げる方策として気軽

にボランティアができるような情報発信について検討します。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ推進委員の活動への支援 
・スポーツ推進委員へ研修等を行い、育成を
図ります。 

生涯スポーツ課 

2 市民スポーツ指導員への活動支援 
・市民スポーツ指導員の自主研修会や市民
スポーツ講演会を開催し、指導員の資質向
上等を図ります。 

3 市民スポーツ指導員養成講座の実施 
・市民スポーツ指導員の委嘱期間に合わせ
て、３年ごとに指導員を養成します。 

4 
◎スポーツボランティア活動の場や 

情報の提供 

・千葉ロッテマリーンズのイースタンリーグやオ
ービックシーガルズの試合、七草マラソン大
会等の市内スポーツイベントやその他県内イ
ベント等で、市民がスポーツボランティアとし
て活躍できる場や情報を提供します。 

5 スポーツエキスパート推進事業（※11） 
・専門的な指導力を備えた指導者を必要とす
る市内中学校の要望に対し、スポーツエキス
パートを紹介します。 

指導課 

6 
転倒予防体操推進員の育成・ 

活動支援 

・転倒予防体操推進員の研修会の開催や地
区の活動を支援します。 

高齢者支援課 

7 健康づくり推進員の育成・活動支援 
・健康づくり推進員の研修会の開催や活動を
支援します。 

健康支援課 

◎今回新たに掲載した事業 

 ※１１（P3４参照） 

 

■市民スポーツ指導員養成講座の様子    ■チラシを配るボランティア（X リーグ）    ■世界ソフトの都市ボランティア 
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施策１１ 身近な場所でのスポーツ環境の整備・確保 

市民の誰もが気軽にスポーツに親しむことが出来るよう、身近な場所でのスポーツ活動の場の整

備・確保に努めます。また、学校の体育施設を有効活用し、スポーツ環境の充実に取り組みます。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 学校体育施設の開放 

・市民の身近な場所にある市内小学校の

校庭・体育館の体育施設を土、日曜日に

開放し、市民のスポーツをする場の確保を

図ります。 生涯スポーツ課 

2 学校プール開放事業の実施 
・夏季休業中の学校プールを活用し、市民

の水と親しむ場を確保します。 

3 ◎ウォーキング等の環境の整備 

・ハミングロードや谷津干潟遊歩道など、市

民が気軽にウォーキングやランニングに取

り組める環境を整備します。 

公園緑地課 

4 
大学との連携協働による 

健康なまちづくりの推進 

・健康なまちづくりを推進するため、大学が

保有する人的・知的資源を活用した、連携

協働による健康づくり・体力づくりに取り

組みます。 

健康支援課 

◎今回新たに掲載した事業 

施策１２ 公共スポーツ施設の安全性の維持 

老朽化した施設の補修や維持保全など、施設の維持管理に取り組みます。また、公共建築物再生

計画を踏まえた施設改修など、安心して施設が使用できるよう、計画的な維持保全に努めます。 

 

＜主な取組＞ 

№ 取組名 概  要 所 管 

1 スポーツ施設の管理・運営 

・市民のスポーツ活動の中心であるスポーツ施

設を適切に管理・運営し、快適なスポーツの場

の提供に努めます。 

生涯スポーツ課 

2 指定管理者制度（※１２）の活用 
・市のスポーツ施設を民間業者が運営等行うこ

とで、市民サービスの向上等を図ります。 

3 スポーツ施設の整備（改修）事業 
・老朽化した施設を安全・安心に利用するため

に、計画的に施設の整備や改修を行います。 

4 公共建築物再生計画の実施 

・公共建築物再生計画に掲載されている施設の

改修等について検討をするとともに、袖ケ浦ス

ポーツゾーン構想（※１３）を含め、官民連携に

よる公共施設再生など、調査研究します。 

  ※１２・１３（P3４参照） 
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１．用語の解説  （文中に「（※）」で標記） 

※１ （通称）習志野市健康なまちづくり条例 

平成24年12月に制定された条例で、正式名称を「習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推

進し、地域社会全体で個人の健康を支え守るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条

例」といいます。 

この条例は、個人の健康づくりと、個人の健康づくりを地域社会全体で支え守るために必要

な社会環境の整備に、市・市民・市民活動団体・事業者および健康づくり関係者が連携・協働し

て取り組むことを目的として、それぞれの責務を定めた理念条例です。 

 

※２ スポーツ奨励大会 

スポーツ推進委員が中心となり運営しているスポーツ大会で、生涯スポーツの推進を図り、

市民の健康・体力の保持増進や地域コミュニティづくり等を目的に年間5回開催しています。   

令和元年度に実施した内容は、「オール習志野歩け歩け大会」「ニュースポーツフェスティバ

ル」「パークゴルフのつどい」「コミュニティバレーボール大会」「女子サッカー大会」の 5つで

す。 

 

※３ スポーツ推進委員 

スポーツ基本法（平成 23年法律第７８号）第 32条に定められ、習志野市教育委員会より

委嘱された市民の方々で、前「スポーツ振興法」の「体育指導委員」から「スポーツ推進委員」

に名称が改められました。 

市民スポーツ指導員が地域内の人々の交流を中心に活動しているのに対し、スポーツ推進

委員は、全市的（オール習志野）な立場に立って、指導者、スポーツボランティアとして「する・み

る・支える 習志野のスポーツ」を推進に向けた活動をしています。また、「スポーツ推進委員連

絡協議会」を組織し、推進委員が相互に協力して、効果的な活動ができるようにしています。 

 

※４ 市民スポーツ指導員 

各地区におけるスポーツ活動の活性化を図ることを目的に、習志野市教育委員会より委嘱

された市民の方々で、昭和 55年 1月 スポーツを通じてのコミュニティ活動の推進と社会体育

の専門的知識を有する指導者の育成講座を開講したことに始まります。当時は、社会体育指導

者と呼んでいましたが、その目的や習志野市独自の制度ということから「習志野市市民スポー

ツ指導員」と命名され、令和 2年 3月末現在で221名の方を委嘱し、毎週土日に行っている、

学校体育施設開放事業の「管理指導員」としても活動しています。 

また、市民スポーツ指導員は、16 地区の市民スポーツ指導員の理事による「市民スポーツ

指導員連絡協議会」を組織し、相互に協力してコミュニティスポーツを推進しています。 
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※５ 習志野市スポーツ協会 

習志野市の競技スポーツを統括する団体で、市制施行と同時に発足し、競技スポーツ団体

を中心に発展を続け、現在はニュースポーツなどの団体も加盟し、本市のスローガン「一市民、

一スポーツ」を目指して活動しています。令和２年度に「体育協会」から名称を変更しています。 

＜スポーツ協会 加盟団体＞ 

№ 団  体  名 № 団  体  名 

1 野球連盟 19 スキー連盟 

2 水泳協会 20 アマチュアゴルフ協会 

3 剣道連盟 21 ボウリング協会 

4 バレーボール協会 22 空手道連盟 

5 卓球連盟 23 ゲートボール連盟 

6 ソフトボール協会 24 なぎなた連盟 

7 陸上競技協会 25 弓道協会 

8 山岳協会 26 ユニバーサルホッケー協会 

9 柔道連盟 27 パークゴルフ協会 

10 サッカー協会 28 武道太極拳連盟 

11 テニス連盟 29 グラウンド・ゴルフ協会 

12 バスケットボール協会 30 ペタンク協会 

13 ソフトテニス連盟 31 ダンススポーツ協会 

14 クレー射撃協会 32 バウンドテニス協会 

15  アマチュアボクシング連盟 33 ヨット協会（休会） 

16 体操協会 34 スケート連盟 

17 バドミントン協会 3５ スポーツ少年団 

18 ライフル射撃協会   

 

※６ 公益財団法人 習志野市スポーツ振興協会 

昭和 48年法人設立認可を受けて発足しました。本市スローガン「一市民、一スポーツ」を目

指し、習志野市スポーツ協会等のスポーツ関係団体や関係機関と連携し、子どもから高齢者に

至る幅広い年齢層のスポーツ・レクリエーション活動の普及・振興に努めています。また、指定管

理者として市内9つのスポーツ施設の管理・運営事業を行っています。 

 

※７ 総合型地域スポーツクラブ 

「誰でも」「いつでも」「世代を超えて」「好きなレベルで」「いろいろなスポーツを」楽しむこと

ができる、地域密着型のスポーツクラブで、スポーツを通じた自身の健康づくりはもちろん、地域

の人とのコミュニケーションづくりにも役立っています。習志野市には、市と市民の方とが協働で

立ち上げ、現在では地域の人の手で自主的に運営されている 3つの総合型地域スポーツクラ
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ブがあります。また、市とクラブ間の連携を図るために「総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」

が組織されています。 

クラブ名（略称） 事務所所在地 連絡先 主な活動種目 

習志野ベイサイド 

スポーツクラブ（ＮＢＳ） 

秋津 3‐7‐1中央消防

署秋津出張所３Ｆ 
453-1334 

テニス、女子サッカー、

陸上、ラグビー等  

習志野イースタン 

スポーツクラブ（ＮＥＳ） 

東習志野3‐4‐5 

東部体育館 1Ｆ 
474-3215 

テニス、クライミング、ユ

ニカール、卓球等 

習志野中央 

スポーツクラブ（中央） 

本大久保3-8-19 

プラッツ習志野南館 1Ｆ 
474-8651 

テニス、水泳、健康体

操、フレッシュテニス等 

 

※８ スポーツ少年団 

スポーツを通じて、青少年の健全育成を目的とする団体。市町村、都道府県、全国組織の日本

スポーツ少年団で構成されています。 

習志野市では、軟式野球、剣道、ソフトボール、サッカー、ミニバスケットボール、バレーボール、陸

上の種目のチームが所属しています。 

 

※９ ニュースポーツ 

ニュー・コンセプチュアル・スポーツ（新しい考え方のスポーツ）の略称で、いろいろなスポーツを

組み合わせたり、これまでのスポーツを簡素化して新しく創られたスポーツなどをいいます。技術や

ルールが比較的簡単で、「いつでも、どこでも、だれでも、いくつからでも、いつまでも」気軽に楽し

める生涯スポーツといえます。 

※所有しているニュースポーツ用具の一覧は、３５～36ページを参照。 

 

※１０ 施設予約システム 

習志野市では、一部スポーツ施設の利用について施設の窓口に行かなくても、予約や抽選予約

の申し込みができる「スポーツ施設予約システム」を導入しています。 

システムを利用するためには、利用者登録が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用者登録 
（仮登録） 

利用者登録 
（本登録） 

利用者登録 
完了 

・ 事前に利用者の情報をパソコン等の端末から入力し、仮登録し利用

者番号（ＩＤ）を取得 

・本人であることが確認できる書類等を持参のうえ、各施設窓口まで来

館（市内在勤・在学の方は確認できる書類を持参） 
・団体登録の場合は、団体名簿を提出 

・スポーツ施設予約システムの利用（予約・空き状況等）が可能 

※施設予約は、2 か月前の 1日より抽選予約の受付を開始 
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※１１ スポーツエキスパート推進事業 

習志野市教育委員会学校教育部の主管事業で、市内中学校に指導者を派遣し、運動部活動

を支援するものです。 

文部科学省では、生徒数の減少などによる運動部活動に参加する生徒数の減少や、指導者の

高齢化、実技指導力不足により、活動の継続が困難な状況を改善するため、平成１３年度に「部活

動わくわくプラン 21」を立ち上げ、部活動の充実を図りました。この２年後、国庫補助金により外部

指導者を活用する「スポーツエキスパート活用事業」に切り替えスタートしたのが始まりです。 

文部科学省は、「この事業に関する実施上の留意点」として、「本補助金の趣旨は、運動部活動

と地域社会との連携を促進するということにあり、競技力の向上を主眼として計画するものを対象

とする趣旨ではない」と通知しています。 

平成 17年度より県の事業として、平成１９年度より市の事業として取り組み、事業開始時の趣

旨に則って現在も事業を推進しています。 

 

※１２ 指定管理者制度 

地方自治法の改正により、それまで地方公共団体などが運営していた公共施設の管理・運営

等を民間企業やNPOなどの団体に包括的に委託することができる制度のことです。 

 

※１３ 袖ケ浦スポーツゾーン構想 

袖ケ浦体育館周辺のスポーツ施設（テニスコート、少年サッカー場、運動公園、プールなど）につ

いて、進行する老朽化とともに、配置に無駄なスペースが多いなどの課題を解決し、武道場など市

内の公共施設にはない新たな機能を追加し、総合的なスポーツゾーンを造る構想のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■習志野市スポーツ協会 「千葉県民体育大会習志野市選手団結団式」の様子 
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２．生涯スポーツ課所有の用具一覧                          （令和 2年２月現在） 

 

№ 種   目 用  具 

1 グラウンドゴルフ スティックセット（大人用）ボール付 

スティックセット（少年用）ボール付 

スティックセット（幼児用）ボール付 

セット ・ホールポスト 

・スイングマット 

・ラウンド旗（8 ホール） 

スタート表示板 

2 ダーツ ダーツボード 

ダーツ（矢） 

3 チュックボール ボール（ハンドボール） 

ネット 

4 バウンドテニス ラケット 

ネット・支柱 

マット 

ボール 

5 ソフトバレーボール ネット 

補助支柱 

ボール 

6 ゴムバレーボール ゴムボール 

サイズ計測シート 

7 インディアカ 

 

インディアカ（羽） 

補助支柱 

8 ディスクゴルフ フライングディスク 

ディスクキャッチャー（ゴール） 

スタートバー 

９ ユニホッケー 

 

ゴール 

スティック・ボール 

単品スティック 

単品ボール 

１０ ペタンク ブール（金属製ボール） 

１１ 室内ペタンク ペタンクセット（ゴム製ボール 6×2色） 

１２ ユニカール スタンダードセット（大人用） 

ジュニアセット（子供用） 

１３ ターゲットバード 

ゴルフ 

 

ボール（シャトル） 

クラブ 

スイングマット 

ホール 

ホールクイ 

セカンドホール 

室内用ホール立て 
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№ 種   目 用  具 

１４ キンボール キンボールセット 

１５ フレッシュテニス ラケット 

ボール 

１６ わなげ 輪 

輪投げボード 

輪投げ台 

１７ ふわどっち ボール 

１８ ドッチビー ディスク 

１９ ディスゲッターナイン ディスゲッターナインセット 

２０ スポーツ吹き矢 筒 

矢 

的 

的シート 

的スタンド 

２１ フラッグフットボール ボール（小学生用、中学生用） 

フラッグセット 

ミニコーン 

スポットマーカー 

２２ レクリエーションバレーボール ボール 

２３ ラダーゲッター ラダーゲッターセット 

２４ ボッチャ ボール（赤・青） 

パドル 

キャリパー 

■マスコットキャラクター勢ぞろい（第一カッターフィールド） 
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３．運動・スポーツができる施設・広場等の一覧 

【屋外】                                                  （令和 2年３月現在) 

 施 設 名 所 在 地 施 設 概 要 照明 

野球 
秋津野球場 秋津 3-7-2 

野球、ソフトボール 

（1,800 席スタンド） 
○ 

中央公園野球場 本大久保3‐8‐19 野球 × 

サッカー 秋津サッカー場 秋津 3-7-3 サッカー（2,100 席スタンド） ○ 

袖ケ浦少年サッカー場 袖ケ浦 5-1 少年サッカー場 × 

芝園フットサル場 芝園 1-3-2 人工芝コート３面 ○ 

テニス 

コート 

袖ケ浦テニスコート 袖ケ浦 5-1-1 砂入り人工芝４面  × 

実籾テニスコート 実籾 6-29-1 クレー６面 × 

秋津テニスコート 秋津 5-20-2 砂入り人工芝６面 ○ 

中央公園テニスコート 本大久保3‐8‐19 ハード１面 ○ 

芝園テニスコート 芝園 1-3-2 砂入り人工芝４面 ○ 

パーク 

ゴルフ 

中央公園 

パークゴルフ場 
本大久保3-８‐１９ 9 ホール、パー33 、全長 507m × 

茜浜パークゴルフ場 茜浜 3-5-1 18 ホール、パー66 、全長 895m × 

広場等 
秋津公園多目的広場 秋津 3-7 

ソフトボール、少年野 

球、サッカ－他 
○ 

袖ケ浦運動公園 

多目的広場 
袖ケ浦 5-1 

ソフトボール 

少年野球 
× 

茜浜緑地多目的広場 茜浜 3-5 
ソフトボール 

少年野球 
× 

中央公園多目的広場 本大久保3‐8‐19 芝生広場 × 

実籾本郷公園 

多目的広場 
実籾 2-24  

ソフトボール 

少年野球 
× 

茜浜近隣公園 茜浜 1-3 サッカー 等   ○ 

野外キャ

ンプ 

公園 

遊歩道等 

富士吉田青年の家 
富士吉田市 

上吉田4443 
キャンプ場 

鹿野山少年自然の家 
君津市鹿野山 

常緑平731 
キャンプ場 

香澄公園 香澄 3、5、6 丁目 野外炉 

香澄公園内園路 周遊道  

茜浜緑地・海浜公園内園路 周遊道  

谷津干潟公園内園路 谷津 3丁目～秋津 5丁目 谷津干潟周遊路 1 周3.5km 

ハミングロード 
市東端(東習志野5丁目)～臨海部(茜浜 3丁目)緑道 

11.67km 
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【屋内】 

区分 施 設 名 所 在 地 施 設 概 要 

体育館 

袖ケ浦体育館 袖ケ浦 5-1-1 

バレーボール、バスケットボール 

卓球、バドミントン他 

観覧席432 席 

東部体育館 東習志野3-4-5 

バレーボール、バスケットボール、卓

球、体操ピット、バドミントン、フリーク

ライミングウォール、トレーニングルー

ム他  観覧席 201席 

中央公園体育館 本大久保3‐8‐19 
バレーボール、バスケットボール、卓

球、バドミントン他 

富士吉田体育館 

（富士吉田青年の家） 

富士吉田市

上吉田 4443 

バレーボール、バスケットボール、卓

球、バドミントン他 

鹿野山少年自然の家

体育館 

君津市鹿野山 

常緑平731 

バレーボール、バスケットボール、卓

球、バドミントン他 

プール 
千葉県 

国際総合水泳場 
茜浜 2-3-3 

メインプール 50m×25 m 

飛込みプール 25m×25 m 

固定席 3,662 席 

サブプール 50m×18.5 m   

固定席 187 席 

トレーニングルーム他 
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⑨ 袖ケ浦少年サッカー場  ⑩袖ケ浦運動公園多目的広場   ⑪秋津テニスコート       ⑫第一カッターフィールド 
（秋津サッカー場） 

４．運動・スポーツができる主な施設・広場等の写真 

＜東習志野・実籾・大久保地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜袖ケ浦地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜秋津地区＞ 

  

 

 

 

 

 

 

＜茜浜・芝園地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 東部体育館            ②実籾テニスコート     ③中央公園パークゴルフ場    ④ 中央公園体育館 
                                                                      （プラッツ習志野南館） 

⑤中央公園テニスコート       ⑥中央公園野球場          ⑦ 袖ケ浦体育館        ⑧ 袖ケ浦テニスコート    

⑬第一カッター球場        ⑭秋津公園多目的広場        ⑮茜浜近隣公園        ⑯茜浜パークゴルフ場 
（秋津野球場） 

 ⑰芝園フットサル場         ⑰芝園テニスコート      ⑱茜浜緑地多目的広場    ⑲千葉県国際総合水泳場 



 

 

 

５．スポーツ施設、公園・広場等のマップ 

４０ 

八千代市

船橋市

千葉市

体育館

野球場

サッカーコート

テニスコート

多目的広場

水泳場（プール）

パークゴルフ場

遊歩道

公園・広場

施設名前の数字はP39の写真番号

新
京
成
電
鉄

京成大久保

藤崎小

大久保小

二中

実籾小

東習志野小

四中

六中
屋敷小

津田沼小

鷺沼小

三中

袖ケ浦西小

一中

谷津小

七中

香澄小

津田沼高校

⑯茜浜パークゴルフ場

谷津南小

向山小

五中

習志野高校

③中央公園パークゴルフ場

⑥中央公園野球場

⑮茜浜近隣公園

⑰芝園テニスコート・フットサル場

⑧袖ケ浦テニスコート

①東部体育館

②実籾テニスコート

⑲千葉県国際総合水泳場

⑩袖ケ浦運動公園多目的広場

⑱茜浜緑地多目的広場

実花小

実籾高校

⑨袖ケ浦少年サッカー場

千葉工業大学

千葉工業大学

東
邦
大
学

日
本
大
学

大久保東小

秋津小

藤崎森林公園

秋津公園

海浜公園

さくら広場

鷺沼城址公園
久々田公園

谷津干潟公園

中央公園

梅林園

屋敷近隣公園

実籾本郷公園

実籾自然公園

東習志野ふれあい広場

谷津奏の杜

公園

菊田水鳥公園

文
文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文
文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

千葉工大茜浜運動施設

オービックシーガルス グラウンド

阿武松部屋

④中央公園体育館

⑤中央公園テニスコート

⑦袖ケ浦体育館

⑪秋津テニスコート

ハミングロード

谷津干潟公園内園路

しおかぜホール茜浜

プラッツ習志野

幕張ＩＣ

谷津船橋ＩＣ

花輪ＩＣ

東
邦
大
学
付
属

⑫第一カッターフィールド

（ 秋津サッカー場）

⑬第一カッター球場

（秋津野球場）

⑭秋津公園多目的広場
袖ケ浦東小

日本大学

習志野特別支援学校

生産工学部

生
産
工
学
部

東
邦
中
学
・高
校

文

習志野市役所

実籾本郷公園多目的広場

袖ケ浦運動公園

香澄公園

湾岸習志野ＩＣ

香澄ふれあい公園

袖ケ浦西近隣公園

茜浜緑地

芝園公園

屋敷ふれあい公園

茜浜１号緑地

やすらぎ広場

袖ケ浦東近隣公園

実花緑地

実籾2号公園

谷津公園

(谷津バラ園）
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６． 習志野市スポーツ推進審議会委員名簿 

 （令和２年 3月末現在) 

区 分 氏  名 職 責 等 備考 

学識経験者 矢 坂 英 子 
習志野市体育協会副会長 

習志野市ソフトボール協会会長 
会長 

〃 及 川 記美代 習志野市バレーボール協会理事長 副会長 

〃 阿 川 幸 平 
習志野市スポーツ推進委員連絡協議会副会長 

ＮＰＯ法人習志野ベイサイドスポーツクラブ理事長 
 

〃 大 沢 亜 紀 
医師（奏の杜整形外科院長） 

順天堂大学付属浦安病院非常勤講師 
 

〃 菊 地 俊 紀 日本大学教授  

〃 河 村 剛 光 順天堂大学准教授  

〃 谷 藤 千 香 千葉大学准教授  

〃 滝 田 勝 久 
習志野市小中学校体育連盟副会長 

香澄小学校長 

 

 

関係行政 

機関職員 
竹 田 佳 司 習志野市政策経営部長  

 

４1 
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７．習志野市スポーツ推進計画策定についての諮問・答申 

 

【諮 問】 

 

教 ス 第 １ ２ ６ 号 

令和元年１１月６日 

 

 

 

習志野市スポーツ推進審議会  

会長 矢 坂 英 子  様 

 

 

 

習志野市教育委員会 

 

 

習志野市スポーツ推進計画（案）の諮問について 

 

 習志野市スポーツ推進審議会条例（昭和４７年条例第３０号）第２条第１項第１号の規定

により、習志野市スポーツ推進計画（案）について、習志野市スポーツ推進審議会の意見を

求めます。 

 

 

４2 
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【答 申】 

 

 

令和２年２月５日 

 

 

習志野市教育委員会 様 

 

習志野市スポーツ推進審議会  

会長 矢 坂 英 子   

 

 

習志野市スポーツ推進計画（案）について（答申） 

 

令和元年１１月６日付け教ス第１２６号で諮問のありましたこのことについて、下記のとおり

答申します。 

 

記 

 

習志野市スポーツ推進計画（案）について、本審議会において慎重な審議を重ねた結果、

その内容は概ね妥当なものであると判断するが、以下の意見に十分留意していただきたい。 

 

 

１． 計画及び情報の周知・広報について 

本計画は、習志野市の実情を踏まえ、市民一人ひとりのニーズに応じた「する」「みる」

「支える」スポーツの機会を持つことができるよう１２の施策を掲げている。この施策を実

現するためにも、市民、スポーツ団体、関係部署等とより一層の連携・協力を図るととも

に、計画を含め、スポーツに係る情報の積極的な周知・広報活動の充実に努められたい。 

 

 

２． 計画の進捗状況の把握と点検・評価について 

本計画では目指す将来像として、「生涯にわたり親しむ豊かなスポーツライフの実現」

と「スポーツによるまちの活性化」を掲げ、その具現化にあたり、新たに目標値を設定し

た。 

本計画の推進にあたっては、計画に掲げた各施策の取組について、適宜成果や課題

等を評価・検証し、必要に応じて見直しを行うなど、適切な進行管理に努められたい。 

４3 
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